
連
載
シ
リ
ー
ズ

11　広報いわき　27. 11

　
左
の
二
枚
の
写
真
は
、
昭
和

三
十
年
代
終
わ
り
ご
ろ
と
今
を

比
較
し
た
通
学
風
景
で
す
。

 

今
で
は
死
語
と
化
し
て
い
ま

す
が
、
か
つ
て
「
交
通
戦
争
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

明
治
時
代
に
起
こ
っ
た
「
日
清

戦
争
」
の
犠
牲
者
数
と
同
じ
く

ら
い
の
人
々
が
、
一
年
間
に
交

通
事
故
で
亡
く
な
る
と
い
う
衝

撃
的
な
報
道
が
さ
れ
た
の
は
、

昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年

の
こ
と
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
は
、

毎
日
の
よ
う
に
交
通
事
故
を
報

じ
て
い
ま
し
た
。

　
交
通
事
故
か
ら
子
ど
も
た
ち

を
守
る
た
め
、
警
察
署
の
努
力

だ
け
で
な
く
、
市
町
村
も
交
通

指
導
員
制
度
を
設
け
、
あ
る
い

は
保
護
者
な
ど
も
旗
を
振
っ
て
、

朝
夕
の
登
下
校
時
間
に
通
学
路

の
安
全
を
確
保
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
こ
の
交
差
点
の
写
真

で
は
も
う
一
つ
、
比
較
対
照
を

し
て
い
ま
す
。
商
店
と
駐
車
場

の
関
係
で
す
。
か
つ
て
交
差
点

に
は
必
ず
商
店
が
あ
り
ま
し
た

が
、
駐
車
場
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
「
ク
ル
マ
社
会
」
と

な
っ
て
、
商
店
に
駐
車
場
は
、

必
須
の
立
地
条
件
と
な
り
ま
し

た
。
今
の
写
真
に
は
、
コ
ン
ビ

ニ
に
広
い
駐
車
場
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。
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い
わ
き
市
内
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昔
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写
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を

　
お
持
ち
で
、
提
供
い
た
だ
け

　
る
方
は
、
ふ
る
さ
と
発
信
課
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０
３
）
ま
で

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
い
わ
き
市
は
来
年
十
月
に
、
市
制
施

行
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
本
市
の
こ

れ
ま
で
の
歩
み
を
、
市
内
各
所
の
過
去

と
現
在
の
写
真
を
比
較
し
、
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
な
が
ら
振
り
返
り
ま
す
。

昔の小川町高萩交差点（昭和30年代終わりごろ　国府田英
二氏提供）

今の小川町高萩交差点（平成27年９月　いわき市撮影）

▲小名浜支所庁舎２階から見る「通り」。４車
　線化工事最後の花畑工区を施工中〔平成27
　（2015）年６月　いわき市撮影〕

交
差
点（
小
川
町
高
萩
）

測定時刻：10時
単　　位：マイクロシーベルト／時
出　　典：原子力規制委員会ホーム
　　　　　ページより

※過去における測定値、平成22年度の市内の状況については、0.04～0.07マイクロシーベルト／時で推移していました。（福島県ホームページより）

10月19日㈪の市役所本庁舎、各支所・市民サービスセンターでの放射線量測定値
庁舎・支所 小名浜 勿来 常磐 内郷 四倉 遠野 小川 好間 三和 田人 川前平（本庁） 久之浜・大久

地上１m 0.101 0.036

市民サービスセンター 豊間
地上１m 0.103

泉
0.055

中央台
0.074

0.044 0.059 0.046 0.051 0.054 0.058 0.055 0.075 0.067 0.068 0.125

放射線に関する問い合わせ窓口（県設置窓口）☎0120－988－359　平日：８時30分～18時30分　土日祝：８時30分～16時

水道水の放射性
物質の測定結果

水道局では、市内全 12 浄水場の水道水を週３回（法田第一ポンプ場・旅人浄水場・上遠野浄水場は週１回）検査しています。現在の検
査結果は、放射性ヨウ素・放射性セシウムとも、全て不検出（１ベクレル /㎏未満）であり、安心して飲んでいただけます。

モニタリングポストは、マイクログレイ／時で測定されていますが、
本表では１マイクログレイ／時＝１マイクロシーベルト／時と換算
して表示しています。
※久之浜・大久支所は、改築工事のため、当面、久之浜西公園での
　測定値を掲載します。
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め
、
私
も
も
っ
と
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と

思
っ
た
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
　
優
勝
が
決
ま
っ
た
時
の
感
想
は
い
か

が
で
し
た
か
。

　
全
国
大
会
で
優
勝
で
き
る
と
は
全
く
考

え
ず
に
、
作
品
を
制
作
し
て
き
た
の
で
、

結
果
に
は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　
顧
問
の
先
生
を
は
じ
め
、
先
輩
や
応
援

団
、
新
入
生
、
こ
の
他
に
も
多
く
の
方
々

に
支
え
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
　
今
後
は
ど
の
よ
う
な
作
品
を
制
作
し

た
い
と
思
い
ま
す
か
。

　
来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
に
向
け
て
は
、
テ
レ

ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
作
品
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
で
、
見
る
人
に
感

動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
作
品

を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

の
思
い
を
伝
え
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

Ｑ
　
作
品
を
制
作
す
る
過
程
で
、
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
取
材
で
大
切
に
し
た
の
が
、
応
援
団
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。
練
習

中
は
、
応
援
団
の
熱
意
に
負
け
な
い
く
ら

い
私
た
ち
も
全
力
で
取
材
し
、
練
習
後
に

は
差
し
入
れ
を
す
る
な
ど
、
徐
々
に
打
ち

解
け
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
ス
ム
ー
ズ
に
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
編
集
作
業
に
悩
ん
で
い
る
と
き
、

ふ
と
「
校
歌
の
応
援
練
習
で
や
り
直
し
さ

せ
ら
れ
た
回
数
を
数
え
て
み
よ
う
」
と
思

い
付
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
先
輩
と
二
人

で
数
え
て
み
る
と
、
驚
き
の
百
二
十
九
回

で
、
最
後
ま
で
歌
う
こ
と
が
で
き
て
い
た

の
は
、
た
っ
た
の
二
回
で
し
た
。

　
と
て
も
驚
い
た
の
と
同
時
に
、
頑
張
っ

た
新
入
生
と
応
援
団
の
思
い
を
伝
え
る
た

Ｑ
　
受
賞
作
品
の
タ
イ
ト
ル
と
内
容
に
つ

い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
磐
城
高
校
に
は
市
内
の
高
校
で
唯
一
応

援
団
が
あ
り
、
四
月
に
新
入
生
全
員
で
応

援
練
習
を
行
う
こ
と
が
伝
統
行
事
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
題
材
に
「
試
練
の
先
に
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
、
五
人
の
応
援
団
員
が
新

入
生
三
百
二
十
人
に
対
し
て
、
校
歌
や
生

徒
会
歌
な
ど
を
指
導
す
る
三
日
間
に
密
着

し
た
、
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
制
作
し

ま
し
た
。

Ｑ
　
こ
の
作
品
に
は
、
ど
の
よ
う
な
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

　
こ
の
応
援
練
習
に
は
、
全
力
で
指
導
す

る
応
援
団
と
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
一
生
懸

命
に
取
り
組
む
新
入
生
の
姿
が
あ
り
ま
す
。

　
応
援
練
習
に
よ
っ
て
成
長
し
て
い
く
新

入
生
を
通
し
て
、
諦
め
な
い
こ
と
の
大
切

さ
、
そ
し
て
応
援
練
習
に
か
け
る
応
援
団
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市民のひろば ～明るく 元気な いわき市を目指して～

　７月の第62回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト「ラジオドキュ
メント部門」で優勝し、10月に市民栄誉賞を受賞した磐城高校放
送委員会の佐藤涼さんに、受賞作品への思いや優勝の喜びなどに
ついて、インタビューした内容をお伝えします。

佐藤涼さん（磐城高校２年生）

昨年のテレビドキュメント部門に続き５年
連続日本一の喜びを５本の指で表現

委員会メンバーで指摘し合いながら技
術を磨くアナウンス練習


